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あて」をもっている学生は 1 年次 76.6％であるが 2 年次では 55.2％と低く、顕著な差があった。また、教師を志望する学
生は 1 年次男子 59.6％、女子 52.8％であり、2 年次ではそれぞれ 10％低かった。そして、保健体育科教師に対するイメー
ジは、熱心、明るい、健康、慕われる、専門家であったが、他方で恐いというイメージももっていた。教科と教師につい
ては基本的な捉え方をしているが、運動部の指導者であることを優先する一面がみられた。指導種目で自信がないとする
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なりたくない」を非志望群とする3群に分けて検討した。
　解析には統計処理ソフト SPSS 25.0 for Windows を











































男子（n=124） 72.1 27.9 *2）
女子（n=62） 85.5 14.5









chi-square test :  ** p< 0.01  1）学年間、　* p< 0.05 2）性差






































た回答割合は 1 年次男子 59.6％で最も多く、次に 1 年











































































状態 楽しい時間 0 1.5
１年生 ２年生 総計
非志望群 中間群 志望群 非志望群 中間群 志望群 非志望群 中間群 志望群
% % % % % % % % %
保健の授業は、無くてもよい 100 97.7 98.2 95.5 94.3 100 97.5 96.2 98.9
体育の授業では、運動の楽しさよりも技能の習得を重視すべき 91.7 88.6 93.6 97.7 91.4 98.5 95.0 89.9 95.4
保体教師は、授業よりも運動部の指導に力を注ぐべき 83.3 90.9 94.5 90.9 94.3 95.4 87.5 92.4 94.8
上手くできない例は、運動の苦手な生徒をモデルに理解させる 91.7 90.7 94.5 95.5 88.6 92.3 93.8 89.7 93.7
できない生徒には、叱咤激励の言葉が最良の方法である 86.1 88.6 90.8 97.7 94.3 95.4 92.5 91.1 92.5
保体教師は、運動会などの体育的行事を担当しなくてもよい 86.1 84.1 87.2 81.8 91.4 95.4 83.8 87.3 90.2
保体教師とスポーツクラブの指導員は、ほぼ同様な仕事をしている 77.8 84.1 89.9 97.7 85.7 89.2 88.6 84.8 89.7
保健体育の教科は、他の教科の先生でも十分指導できる教科である 83.3 81.8 84.4 95.5 88.6 93.8 90.0 84.8 87.9
保体教師は、保健の授業よりも実技の指導に重点をおくべき 69.4 81.8 78.9 75.0 76.5 84.6 72.5 79.5 81.0
保体教師は、専門以外の運動部活動を指導すべきでない 63.9 79.5 75.2 75.0 88.6 86.2 70.0 83.5 79.3
保体教師は、生徒指導を担当しなくてもよい 69.4 72.7 75.2 70.5 68.6 86.2 70.0 70.9 79.3
保健の授業では、健康に関する知識の理解よりも習慣形成を重視すべき 69.4 59.1 77.1 63.6 57.1 76.6 66.3 58.2 76.9 **
保体教師は、必ず運動部活動を担当すべき 61.1 56.8 52.3 63.6 57.1 58.5 62.5 57.0 54.6
体育の授業では、上手な生徒と上手でない生徒とを常に同じグループにすべき 50.0 58.1 49.1 63.6 57.1 61.5 57.5 57.7 53.8
　％　：「全く思わない」+「思わない」を合わせた回答割合 chi-square test ： ** p <0.01 教師志望群間

















































非志望群 中間群 志望群 非志望群 中間群 志望群 非志望群 中間群 志望群
% % % % % % % % %
出身校の先生から教職に関する情報やアドバイスを得る 88.9 90.9 93.5 86 85.7 93.8 87.3 88.6 93.6
大学 2年生から教員採用試験に備える 80.6 77.3 91.7 76.7 68.6 87.7 78.5 73.4 90.2 *
社会や政治の動向を広く知るようにする 80.6 84.1 87 88.4 82.9 90.8 84.8 83.5 88.4
自分の専門種目の技能を高める 88.9 84.1 82.6 72.1 62.9 86.2 79.7 74.7 83.9
「介護等の体験」で学ぶ（学んだ 75 65.9 76.9 76.7 80 87.7 75.9 72.2 80.9
スポーツに関わる今日的課題の解決方法を言えるようにする 72.2 70.5 73.1 74.4 62.9 89.2 * 73.4 67.1 79.2 *
学校教育で取り上げられていないスポーツを学ぶ（学んだ） 66.7 68.2 63.9 62.8 65.7 75.4 64.6 67.1 68.2
教職に関する情報収集にはインターネットなどを活用する 75 59.1 66.7 55.8 57.1 70.8 64.6 58.2 68.2
よい教師とは、どんな教師かを言えるようにする 75 65.9 63 62.8 54.3 72.3 68.4 60.8 66.5
大学の就職・キャリアセンターの行事や情報講座等を活用する 77.8 68.2 64.8 46.5 50 66.2 60.8 60.3 65.3
大学外のセミナーや講習会を活用する 75 59.1 62 51.2 54.3 61.5 62 57 61.8
映画や音楽、ダンスなどを見たり聞いたりする 66.7 52.3 56.5 44.2 45.7 63.1 54.4 49.4 59







る回答割合が 70％以下の項目が 1 年次の志望群で 6
項目であるのに対して、2 年次の志望群では 3 項目で


















いえよう。学年別では、2 年次で 55.2％であり、1 年



































































































































































































































3） 保健体育教師を志望する学生が 5 割前後存在して









6） 教師を志望する学生の約 5～ 7割が「ダンス」と「武
道」の指導に「自信がない」と回答しており、一方、



















































































































































り -、愛知工業大学研究報告第 43 号、1-10、2008
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